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令和５年８月２９日（火） 

 

令和５年度 第２回 船橋市パラスポーツ協議会 ＜資 料＞ 

 

I. 報告 

○報告１ 令和５年度事業計画の進捗状況について 

１. パラスポーツ協議会  

（１）年間会議開催数 ３回 

（２）委員報償費予算 ９，８００円×８人×３回＝２３５，２００円 

→第１回 令和５年４月２５日（火）開催 

第２回 令和５年８月２９日（火）開催 

第３回 未定 

  

２. パラスポーツ競技の体験会  

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 障がい者スポーツ指導員 

（５）回数 ３回 

→実施時期を検討中 

 

３. 市が保有する物品等 【別冊資料１参照】 

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、次の物品等を保有 

  ①ボッチャ一式  １５セット （運動公園１０、基幹公民館５カ所に各１） 

   レク用ボッチャシート １５枚（運動公園１０、基幹公民館５カ所に各１） 

②ゴールボール体験用鈴入りドッジボール ３０個（運動公園） 

競技用ゴールボール １個（運動公園） 

③シッティングバレーボール体験用のソフトバレーボール１００個（運動公園） 

（２）令和５年度購入の物品 

①サウンドテーブルテニス用卓球台 １台（船橋アリーナ） 

 サウンドテーブルテニス用ラケット・球（船橋アリーナ） 

②その他消耗品 

 →（１）②③、（２）①については、９月１日（金）から市民への貸出を開始する。 

  併せて、全用具について、貸出の申込先を生涯スポーツ課から各施設に移管する。 
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４. 大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）知的障がい者ソフトボール大会の共催 

①日程 春季・秋季に開催。年２回。１大会あたり２日間の予定。 

②場所 行田運動広場 

③共催 船橋西ロータリークラブ 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 未定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 

（３）船橋市卓球バレー体験会＆交流大会の共催    【別冊資料２参照】 

  ①日程 ９月９日～２月１０日の期間で１０回実施予定 

  ②場所 公民館の講堂等、船橋アリーナの多目的室 

  ③主催 船橋障がい者スポーツ協会 

（４）船橋市ボッチャ交流大会の共催 

   ※内容については、「８．ボッチャ交流大会の開催」を確認 

 →（１）春季大会を４月１６日（日）に開催し、１０６名が参加した。日頃の練習

の成果を発揮でき、他チームとの交流を図ることができる貴重な場であった

と報告があった。 

（２）令和６年１月２８日（日）を予定しているが、現時点で詳細は未定。 

（３）（４）千葉県コーディネーター派遣事業を活用している。 

 

５. 障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。 

 →船橋市水泳協会が７月に障がい児向けの水泳教室を開催した。初開催であったた 

 め、市への協力依頼はせずに小規模な運営で行った。今後も情報を共有し、安定

した運営ができるようになれば、共催・後援等による会場の優先予約や市の広報

誌への掲載等で協力していく。 【別冊資料３参照】 

 

６. パラスポーツ指導員の養成等  ※障がい者スポーツ指導者制度の名称が変更となりました 

（１）初級パラスポーツ指導員講習会を受講 

①対象  船橋市スポーツ推進委員５名まで 

②負担金 初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 
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（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 →（１）第１回講習会に１名申込 

（２）千葉障がい者スポーツ指導者協議会会長でもある船橋障がい者スポーツ 

協会の髙橋会長と連携し、卒業生の積極的活用を図る。 

 

７. パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 未定（年１回） 

（３）場所 バリアフリーな施設（きららホールなど） 

→検討中 

 

８. ボッチャ交流大会の開催 

 運営主体を市から船橋市スポーツ推進委員協議会へ移行。 

 令和４年度と同様に、５ブロックの予選大会から中央大会を実施。 

 中央大会は「船橋市スポーツ健康都市宣言４０周年記念スポーツフェスタ」

において実施。 

→船橋市スポーツ推進委員協議会により計画通り進めている。【別冊資料４参照】 

広報・受付開始  ７月１５日（土）～８月１０日（金） 

ブロック大会開催 ８月２０日（日）～９月１０日（日） 

中央大会     １０月９日（月・祝） ＊スポーツフェスタ当日 

 

９. パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポー

ツに関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

  →障害福祉課や特別支援学校等への情報共有、広報等での情報発信を継続する。 

 

１０. 企業や地域との連携 

市と連携協定を締結する企業や、千葉県立特別支援学校等の地域の関係機関 

及び団体と引き続き連携を行っていく。 

→現時点で具体的な連携事業はありません。 

 

１１. 千葉県スポーツ振興基金令和５年度助成金 

公益財団法人千葉県教育振興財団の千葉県スポーツ振興基金令和５年度助成金

助成事業に「障がい者スポーツ振興事業」を申請中。決定は６月を予定。 
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 申請額：３６０千円 

→サウンドテーブルテニス用卓球台の購入費用に充て、購入した卓球台を船橋

アリーナに設置した。 

 

○報告２ 船橋市スポーツ健康都市宣言４０周年記念事業について 

１．実行委員会 

（１）年間会議開催数 ３回 

 ２．事業計画 

 （１）第１弾 スポーツ講演会 

開催日時 令和５年７月９日（日） 

開催場所 船橋市立船橋高等学校 第３体育館 

概 要 アメリカ体操協会の富田洋一氏の記念講演。また、アメリカジ

ュニア選手と市立船橋体操部の合同練習を一般公開、橋本大輝

選手をゲストとして富田氏とのトークセッションを行う。 

 （２）第２弾 スポーツフェスタ 

開催日時 令和５年１０月９日（月祝） 

開催場所 船橋市運動公園（陸上競技場ほか） 

概 要 船橋市運動公園一円を会場とし、様々なスポーツを体験できる

ブースを設ける。開催に当たっては、スポーツ関係団体等と協

働して行う。 

 （３）第３弾 第２回市立船橋スポーツフェスティバル 

開催日時 令和６年１月２０日（土） 

開催場所 船橋市運動公園、船橋市立船橋高等学校（体育館、野球場） 

概 要 市内小中学生を対象とし、高校生が主体となって行う体験会 

 →【別冊資料５参照】 

 

○報告３ 特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」千葉県代表 

選手候補者の決定について 【別冊資料６参照】 

 →１０月２６日～３１日に鹿児島県で開催される上記大会について、船橋市から

９名が千葉県代表選手団として出場します。（障害福祉課より情報提供） 

 

○報告４ 東京２０２５デフリンピック大会について 【別冊資料７参照】 

→船橋市ゆかりの選手・監督について、障害福祉課・生涯スポーツ課・広報課で

連携し、情報共有及び市民の皆様への周知等を行ってまいります。 
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II. 議題 

○議題１ 令和６年度事業計画について 

１. パラスポーツ協議会 

（１）年間会議開催数 ３回 

（２）委員報償費予算 ９，８００円×８人×３回＝２３５，２００円 

  

２. パラスポーツ競技の体験会 

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 障がい者スポーツ指導員 

（５）回数 未定 

 

３. 市が保有する物品等  

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、次の物品等を保有 

貸出施設 用具 数量 

運動公園 

ボッチャ一式 １０セット 

レク用ボッチャシート １０枚 

ゴールボール用鈴入りドッジボール ３０個 

競技用ゴールボール １個 

シッティングバレーボール用ソフトバレーボール １００個 

公民館（中央・東部・

西部・北部・高根台） 

ボッチャ一式 各１セット 

レク用ボッチャシート 各１枚 

船橋アリーナ 
サウンドテーブルテニス用卓球台 

（ラケット４本、ボールを含む） 
１台 

（２）購入予定の物品 

①上記物品の貸出状況により検討 

②その他消耗品 

 

４. 大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）知的障がい者ソフトボール大会の共催 

①日程 春季・秋季に開催。年２回。１大会あたり２日間の予定。 
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②場所 行田運動広場 

③共催 船橋西ロータリークラブ 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 未定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 

（３）ボッチャ交流大会 

  ①日程 未定（６～８月にブロック大会、その後中央大会） 

  ②場所 公民館ほか 

  ③主催 船橋市スポーツ推進委員協議会 

 

５. 障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。令和５年度に始まった船橋市水泳協会の障がい者向け体験教室

について、他の競技へも情報提供できるよう連携していく。 

 

６. パラスポーツ指導員の養成等 

（１）初級パラスポーツ指導員講習会を受講 

①対象  船橋市スポーツ推進委員５名 

②負担金 初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 

（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 

７. パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 未定（年１回） 

（３）場所 バリアフリーな施設（きららホールなど） 

 

８. パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポー

ツに関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

  

９. 企業や地域との連携 

市と連携協定を締結する企業や、千葉県立特別支援学校等の地域の関係機関 

及び団体と引き続き連携を行っていく。 


























































